
説明会・意見交換会の結果概要（東京） 

 

日  時：平成 23 年 2 月 14 日（月）10:00～12:00 

場  所：航空会館 7 階 大ホール 

参 加 者：152 名（関係省庁 22 名、都道府県 9 名、市町村 37 名、各種団体等 20 名、企業 57 名、 

        大学・研究 5 名、その他 2 名） 

参加委員：開発委員、下村委員 

 

【主な質問や意見】 

■法律について 

・ 生物多様性地域戦略と地域連携保全活動計画との関係について教えてほしい。 

・ 地域戦略と地域連携保全活動計画をひとつのものとして作成することは可能か。 

・ 人材不足等の課題をかかえる市町村に対し、どのように支援を予定しているか。 

・ 今回の法律は、開発行為を規制するといった効果が期待できるか。 

・ 今回の法律とシカ等の鳥獣被害対策との関係について教えてほしい。 

・ 今回の法律に対する企業（特に中小企業）の関わり方について教えてほしい。 

・ 地域の公園でタイワンリスの駆除に取り組んでいるが、一公園の中だけでは限界

がある。今回の法律について、どのような活用方法があるか教えてほしい。 

・ 地域連携保全活動計画の作成や実施における、土地所有者との調整の考え方につ

いて教えてほしい。 

・ NPO 等からの提案に対する市町村の応答の考え方について教えてほしい。市町村が

「作成する必要がない」と判断する基準のようなものできるのか。 

・ 地域連携保全活動支援センターのイメージについて、NPO との関係の観点から教え

てほしい。 

・ ナショナルトラスト活動の支援（第 12 条）については、土地の取得だけでなく、

維持管理についても情報提供や助言があるとよい。 

 

■基本方針について 

・ 奥山地域や海も対象としている旨を明記してほしい 

 

   


